
昨今急増しているサイバー攻撃・標的型攻撃による営業秘密や個人情報の漏えい事件。内部不正による事件なども  
 多発しており、企業における脅威は多岐に渡り、複雑かつ巧妙化しています。対策のためには人材育成が急務と  
 なっており、すべての組織が経営課題として考えなければならなくなっています。 
本セミナーでは、情報セキュリティに関する知識を持った人材を育成するためのポイントをご紹介いたします。 
是非ご来場ください。 

セッション 内容 講師 

Session 1 
14:00 
～ 

15:00 

 
 
 
高度化・複雑化するセキュリティ脅威に対抗するためには、それを支える人材の育成
が不可欠です。ITエンジニアだけではなく、現場部門で情報セキュリティを管理する
情報セキュリティマネジメントにフォーカスがあたっています。当セッションでは、
情報セキュリティマネジメントの業務やスキルについて説明し、来春から始まる「情
報セキュリティマネジメント試験」の活用についてもご紹介します。 

独立行政法人 
情報処理推進機構 
IT人材育成本部 
HRDｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞｾﾝﾀｰ 
研究員 尾浦 章子 氏 

Session 2 
15:00 
～ 

15:30 

 
 
 
個人情報保護法施行以降、情報セキュリティ教育の重要性は語られるものの、継続で
きる組織とできない組織があるのも事実です。あるべき姿と現状の乖離をいかに埋め
るのか、効果が見えにくいといわれる情報セキュリティ研修に関して、どのような組
織でどのような研修が行われているか、情報セキュリティ研修講師が見てきた現場を
ご紹介しながらマイナンバーを見すえた情報セキュリティ教育についてご紹介します。 

株式会社大塚商会 
ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
阿部 英嗣  

ご休憩（10分間） 

Session 3 
15:40 
～ 

16:40 

 
 
 

事件が起こることを前提とした対策が求められている昨今、企業内にCSIRTを設置する企業
が増えています。日本におけるCSIRTの現状から、組織や求められる人材、海外のCSIRT教育
事例などをご紹介します。 

CSIRT ｴｳﾞｧﾝｼﾞｪﾘｽﾄ 
杉浦 芳樹 氏 

Session 4 
16:40 
～ 

17:00 

 
 
 
情報セキュリティ対策は、予防から事後対応まで、幅広い対策が求められます。人材
強化はもちろん重要ですが、対応する人材をサポートするための対策ツールを適切に
配置し、システムと人材とが効果的に作用し有機的に対策出来るように適切なツール
選定について紹介します。 

株式会社大塚商会 
ｾｷｭﾘﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課 
宇田川 正伸 

 
 日時：2016年3月8日（火） 14：00～17：00 
 会場：株式会社大塚商会 本社ビル３Ｆ 

     東京都千代田区飯田橋2-18-4 
 定員：80名  

 お問合せ：株式会社大塚商会 共通基盤総合NWプロモーション部  
       03-3514-7575  biz-edu@otsuka-shokai.co.jp 

詳細・お申込み 
http://event.otsuka-shokai.co.jp/16/0308edu/ 

CSIRT 人材の定義と確保 

マイナンバー時代の情報セキュリティ教育 

情報セキュリティ人材育成のためのポイント 

主催：株式会社大塚商会 

最新脅威に対抗する対策ソリューション 


